
           ２ ０ １ ７ 年 ７ 月 ４ 日 

公益財団法人イオンワンパーセントクラブ 

 

 
  

「日本 中国 ティーンエイジ アンバサダー（高校生交流）事業」を実施  
  「日中国交正常化４５周年事業」に認定 

 

 

 公益財団法人イオンワンパーセントクラブは、７月１０日（月）から、中華人民共和国 

（以下、中国）の高校生と日本の高校生１４０名が８日間の交流活動を通じて親交を深める 

「日本 中国 ティーンエイジ アンバサダー（高校生交流）事業」を実施します。  

 

 当財団は、柱となる３事業※のひとつに「諸外国との友好親善の促進」を掲げ、１９９０年 

より、アジアを中心とした国々と日本の高校生が互いの国を訪問し、交流する「ティーン   

エイジ アンバサダー事業」を行っています。なかでも日中両国の高校生の交流は、２００９

年に実施した北京市での事業が中国政府、ならびに両国の参加者から高い評価を受けたこと 

から、以降毎年継続し、今回の参加者を含め累計１,１９０名が参加しています。 

国境を越えた友好の輪は年々広がっており、アセアン等での活動を含めると交流先は   

１７カ国、参加者は累計２,３９６名にのぼります。 

 

本年の交流には、中国の北京市、武漢市、青島市から７０名、東京都、大分県、北海道から

７０名の計１４０名の高校生が、“ティーンエイジ アンバサダー（小さな大使）”として   

参加し、首相官邸や外務省の表敬訪問などを行います。 

７月１１日（火）の中国大使館での歓迎会では「日中友好宣言」を発表し、程永華特命全権

大使にお渡しする予定です。その後、東京都、大分県、北海道の３エリアに分かれ、各地での

歴史・文化体験や交流活動を通して相互理解を深めます。 

さらに１０月には、日本の高校生が、今回来日する中国の高校生のもとを訪ね、このたびの  

交流で育まれた友情をさらに深める予定です。 

 

なお、日中国交正常化４５周年にあたる本年の「日本 中国 ティーンエイジ アンバサダー

事業」は、青少年の交流を促進するものとして、外務省より「日中国交正常化４５周年事業」

に認定されています。 

 

当財団はこれからも、日本と中国の未来を担う若者に相互理解を深める機会の提供を通じ、 

両国の友好親善の促進に資する活動を続けてまいります。  

 

【２０１６年の「日本 中国 ティーンエイジ アンバサダー事業」（開催地：日本）の様子】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ ３事業：「次代を担う青少年の健全な育成」「諸外国との友好親善の促進」「地域社会の持続的発展」 

首相官邸を表敬訪問 中国の高校生が音楽の授業を体験 



 

 

 

【プログラム概要】 

１. 期 間：７月１０日(月)～１７日(月・祝)  

 

２.参 加 者： 中国（北京市、武漢市、青島市）の高校生 計７０名  

日本（東京都、大分県、北海道）の高校生 計７０名  

 

３.実施地域：東京都、大分県、北海道  

 

４.交流ペア： 

① 北京市（３５名）と 東京都 国立大学法人 筑波大学附属高等学校（２０名） 

                 東京都 国立大学法人 学芸大学附属高等学校（１５名） 

② 武漢市（１５名）と 大分県 学校法人 岩田学園 岩田高等学校（１５名） 

③ 青島市（２０名）と 北海道 学校法人 札幌日本大学学園 札幌日本大学高等学校（２０名）  

 

５.行動予定：  

７月 １０日(月)  都内視察、オリエンテーション 

７月 １１日(火)  外務省への表敬訪問、中華人民共和国駐日本国大使館での 

質問会・歓迎会 

７月 １２日(水)  首相官邸への表敬訪問、千葉富田さとにわ耕園収穫体験、ＢＢＱ  

（北京市学生は箱根へ移動） 

７月 １３日(木)    ※以降、エリアごとに分かれて交流 

① （北京市学生）鎌倉見学、和太鼓体験 

② （武漢市学生）血の池地獄見学、竹細工体験（大分市） 

③ （青島市学生）えこりん村見学、羊毛クラフト体験（札幌市） 

７月 １４日(金)  

① （北京市学生）授業体験、ホームステイ 

② （武漢市学生）大分市長への表敬訪問、授業体験、ホームステイ 

③ （青島市学生）北海道副知事への表敬訪問、授業体験、ホームステイ 

７月 １５日(土)  

① （北京市学生）授業体験、ホームステイ 

② （武漢市学生）ホームステイ 

③ （青島市学生）ホームステイ 

７月 １６日(日)  ホームステイ、フェアウェルパーティー 

７月 １７日(月・祝) 帰国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



ご参考 公益財団法人イオンワンパーセントクラブの主な活動内容 

◆次代を担う青少年の健全な育成に資する事業 
  

 ＜イオン チアーズクラブ＞ 
地域の小中学生に環境学習の機会を提供し、環境への興味・関心や考える力を養成。 

 ＜ＡＥＯＮ ｅｃｏ-１グランプリ＞ 
全国の高校 及び高校生のエコ活動を顕彰し、エコ活動の輪の広がりを支援。 

 ＜学校建設支援＞ 
アセアン各国で子どもたちの教育環境の整備を支援。全国で実施した募金に 
ほぼ同額を上乗せし、校舎の建設と附属設備の設置及び教員養成を支援。 

 ＜セーフウォーターキャンペーン＞ 
   学校建設を支援した地域で汚濁水を生活用水に使っている地域に、浄化した 

給水施設を設置することで子どもたちを健康面と教育面から支援。 
  

【学校建設支援】 

 

 

 

 

 

 

◆諸外国との友好親善の促進に資する事業 
  

 ＜ティーンエイジ アンバサダー＞ 
海外と日本の高校生が互いの国を訪問し、表敬活動、交流活動、歴史文化理解活動を  
通じて国際的な相互理解と親交を深める交流プログラム。 

 ＜アジア ユースリーダーズ＞ 
アジア各国の高校生が一堂に会し、開催国の社会問題をテーマに、英語を共通言語と  
してディスカッションを行うプログラム。異なるバックグラウンドを持つ学生たちが、 
議論を通してグローバル感覚や互いの価値観への理解を深めることを支援。 

 ＜イオン スカラシップ＞ 
アジア各国で学ぶ大学生に奨学金を給付し、次代を担う青年たちの夢の実現を支援。 

 

【ティーンエイジ アンバサダー】 

 

 

 

 

 
 

 

◆地域社会の持続的発展に資する事業 
  

 ＜ふるさと未来支援＞ 
日本各地に伝わる固有の伝統的な文化・工芸・芸能の継承と普及を支援。 

 ＜災害復興支援＞ 
大規模自然災害に見舞われた地域の人々を支援。 

 ＜公益法人への支援＞ 
当財団の設立主旨に沿う活動を行う公益法人を支援。 
 

【ふるさと未来支援】 
 

 

 

 

 

 

＊活動の詳しい内容はこちら（https://www.aeon.info/1p/）をご覧ください。    

 

 

ネパール新校舎 ミャンマー新校舎 新校舎に喜ぶ子どもたち 

ミャンマーで托鉢体験 中国での授業体験 首相官邸訪問 

よさこい祭り イオン ふるさと発見伝 イオン すくすくラボ 

H


